
 

 

日時・場所 平成 29年 12月 13日（水）15：00～17：40 高松市医師会館 

参加者 受講者 40名 行政担当者 6名 

内 容 

【テーマ】慢性期療養者のコーディネーション 

情報提供：１ 訪問リハビリについて        成田 知弘 氏（第２期生） 

２ 訪問歯科診療・訪問口腔ケアについて 新井多加代 氏（第１期生） 

宮﨑 寛美 氏（第２期生） 

事例検討：慢性期の事例（７５歳女性一人暮らし、パーキンソン病） 

結 果 

情報提供： 

1.訪問リハビリについて 

○訪問リハビリテーションについて 

○訪問リハビリテーションの対象 

・訪問リハビリテーションのサービス内容 

・病状の観察、・日常生活への指導、助言、・介護相談 

○訪問リハビリテーションを導入することによるメリット 

・実際の生活場面で実施するので、生活の中での問題点を捉えやすく、対応もしやすい。 

・生活の中にリハビリテーションの要素を組み込みやすい 

○訪問リハビリテーションの制度について 

・病院、老人保険施設から 

・訪問看護ステーションから 

・どちらの形態の訪問も原則介護保険が優先する。利用者の年齢や疾患によっては医療

保険が適用になる場合もある。 

 

2.訪問歯科診療・訪問口腔ケアについて 

〇口腔（歯周病）と全身疾患との繋がり 

〇介護予防に繋げる「オーラルフレイル」への気付き・意識付け 

〇高松市歯科医師会の事業紹介 

 ・訪問歯科診療、訪問口腔ケアへの依頼に対する対応 

 ・障害者歯科診療、夜間・休日歯科診療の紹介 

〇現在、地域包括支援センターで行われている「介護予防」の紹介 

〇誤嚥性肺炎とは？ 

〇誤嚥性肺炎への治療・予防ともどもに活用される「口腔ケア」 

〇繰り返す「誤嚥性肺炎」への対応 

 ・口腔ケア 

・低栄養 

・嚥下障害 

〇結果を出す「口腔ケア」：臨床例の紹介 

 

3.事例検討：（７５歳女性、一人暮らし、パーキンソン病） 
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 ・ケアマネジャーの立場で、現状の課題を整理し、どのように支援すればよいかを検討

する。検討後、各グループ毎に発表し、支援のポイントを共有した。 


